
尾山台商店街

敷地

尾山台小学校

九品仏小学校

尾山台中学校

東急大井町線

尾山台駅

環状八号線

敷地図　1:1000

世田谷区　尾山台

用途地域：第一種低層住居専用地域

建蔽率：50％

容積率：100％

高度利用地区

街区面積：8206㎡

一般的な閑静な住宅街である。大正14

年頃から　始まった「玉川全円耕地区

画整理」により、ほぼ正方形に近い街

区が形成された。土地の起伏はほとん

どない。

　近辺には小学校が2校、中学校が1校

、保育園が2園存在する。しかし北方面

には東急大井町線が、南方面には環状

八号線が横断しており、２つの交通網

に挟まれている状態である。子供の通

行が多い場所としては、条件が悪く危

険な地域といえるため、今回この敷地

を選んだ。

区画整理前

区画整理後

環状八号線 中村　萌　No.4 

現在の都市環境において、こどもたちの遊び場は、効率性や利益を優先とした開発により確実に失われている。車社会により、

一歩外に出ると危険な状態であり、通学路も安心して通行することはできない。

子どもの視点から見て、現代のまちは豊かといえるのだろうか。

子どもにとって豊かな生活空間をつくることは、万人にとって快適なまちを創造することにつながるのではないか。

敷地:世田谷区　尾山台3丁目

居住者設定:居住人口270人

用途地域:第一種低層住居専用地域

建築規模｜敷地面積:8206㎡

　　　　　述床面積:7862㎡
　　　　　　１F床面積:3321㎡
　　　　　　2F床 面積:2706㎡
　　　　　　3F床面積:1834㎡
　　　　　　建築面積:3500㎡
　　　　　
　　　　　　店舗　
　　　　　　・パン屋
　　　　　　・花屋
　　　　　　・本屋
　　　　　　・八百屋
　　　　　　・カフェ
　　
　　　　　　その他
　　　　　　・書道教室
　　　　　　・音楽教室
　　　　　　・囲碁・将棋室
　　　　　　・児童館・託児所

　　　
　　　　　建物高さ:5600－8400m
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中村　萌　No.1

住遊街区 ～“子ども”から始まった都市住宅地の設計～
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1F 平面図　1:150
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中村　萌　No.2

それぞれの世帯に、ほぼ等しく採光を確保出来るよう、凹凸をつくる
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D-D'　断面図　1:150
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A-A'　断面図　1:150

凹凸により様々なベランダが生まれ、庭のような外部空間、または
内部空間の延長のような使い方が出来る。

中村　萌　No.10

6
00

専用庭はGLから60センチほど下げることにより、
柵などを使わずに共有庭との境界をつくる。

中庭への通路は、車の侵入しない
安全な道となっている。
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近隣の住戸を3～4棟ずつに集積させる。

住戸ブロックのつくり方A

1.江戸会所地

近世江戸(1624～1644年)の町人地（現在の日本橋辺り）は、京間60間
（約120m）四方で、中央に会所地と呼ばれる空地を持つ街区を形成し
ていた。各ブロックは、さらに細かく「町屋敷」に分割されていく。会
所地の一般的な用途としては、下水の最終処分地、ゴミ捨て場であった
。

奥行京間20間（約40ｍ）
京間40間（約120ｍ）
のブロックが基本単位
　通りを挟んだ二つのブロックが一つの町を形成する。
　敷地内には、奥の長屋などの貸家にアプローチする路地が　　　通さ
れた。この路地は誰もが入れる共有の空間であり、共同の井戸や便所な
ど、人の集まる施設が置かれ、そこで井戸端会議よろしく、長屋の住人
がコミュニケーションする場となっていた。このようなことから、西欧
都市の広場とは、似ても似つかぬものであったと思われる。

この会所地が有効に活用されなかった理由としては、まず閉鎖的過ぎる
空間であることが考えられる。町屋敷に囲まれ完全に裏の空間であり、
視線は全く通らず通り抜けしやすい環境ではなったため、コミュニティ
も発生しなかったのではないか。

会所地の構図

会所地の俯瞰図

中庭の事例

バルセロナ

バルセロナの中庭型(沿道型)街区は、中高層集合住宅が街区中央の中
庭を囲む。
１辺が１１３、３メートルある四角形が２０メートルの道路を挟んで
碁盤の目のように延々と並ぶ。

＜造成経緯＞
次第に建物の高層化が始まり、日照や風通しなどを悪化し余計に衛生
環境を悪化させる原因となった旧市街地における衛生問題を解決する
ために形成された。

現在、多くのセルダブロックの中庭は駐車場に利用されていたり、モ
ノ置き場になっていたりと、中庭部分が増築され、埋められてきてい
る傾向がある。その空間の特性を生かす事無く、死の空間と化してい
た。しかし最近、中庭を有効活用する為に、図書館や公園といった公
共空間に変換する事により市民に開放しようという計画を立ち上げた
。

3.幕張
ヨーロッパの中庭型を引用した
と言える、住棟の沿道型配置に
よる集合住宅で、大規模で総合
的に街づくりを行った先進的な
ニュータウンである。中庭によ
り、その街区の住人同士の交流
が盛んである。しかし、セキュ
リティ上ほとんどがその街区の
住人以外は侵入不可能であり、
街に対しては閉鎖的なものであ
った。そのため、街区によって
は中庭に人の気配はなく、子供
の遊ぶ様子も見られなかった。
ベイタウンに於いては、中庭と
いう特性だけではなく、街づく
りのシステムの工夫にも、成功
の秘訣があるといえる。　　
実際に訪れると、街全体は昼間
に子供が遊ぶ様子もあり、ベビ
ーカーを引く親の姿も見られ、
割と賑わいがあり、雰囲気も良
い。

2F平面図　1:200

4.四合院
(中庭型　伝統的住宅)

「正房（北房）」、「東廂房
」、「西廂房」、「倒座（南
屋） 
」という四つの部屋が真中の
院子（中庭）を取り囲むよう
に「口」の形になっている。
外に通じているのは門だけで
、一般に窓はない。
門を閉めてしまえば、四合院
は外の世界と遮断される。

もともと宗族で居住していた
が、文化大改革以降に多くの
人たちによる共同居住が始め
られ、集合住宅になった。　
厨房はもともと世帯ごとに備
え付けられていなかったから
、各世帯が廊下や中庭に増築
しており、豊かな中庭を残す
四合院は少ない。

近年都市化が進むにつれ、
再開発の対象となり、高層
集合住宅に代わりつつある
。
1989年、四合院の持つ空間
的特徴の見直しが行われ、
「菊児胡同」という四合院
型集合住宅が建設された。

住棟に囲まれた中庭は、住
人の物干しや植木が置かれ
、いい雰囲気のコモンスペ
ースとなっている。住人は
中庭に面した入り口を利用
してコミュニケーションを
とっており、四合院の良さ
が受け継がれているといえ
る。

菊児胡同

EV

ブロックのつくりかたB

住棟をパターン化させたいと考えたため、
面積を配分しやすい
Bの方法でブロックを造成する。

エスキース模型

住棟と同等に、中庭の地面にも凹凸をつくる

ボリュームを欠き、凹凸をつくることで、
ヴォイドをデザインする。

ヴォイド（中庭空地）をつくるには、その周辺の住宅を設
計することとなる。
同時に、中庭の外構も設計し、子どもの遊び場としての要
素を備えることとする。

現在の都市住宅地には、住宅が密集し、もはや空きは無い言える
。
しかし、将来の指標をつくり、都市住宅地に共同の空地をつくる
ことは、
住宅地としての環境の改善、良質な環境の維持のためには、必要
なことではないかと考える。

ヴォリューム（建築）ではなく、ヴォイド（空隙）を先にデザ
インするという設計方法を試みた。
しかし、やはり住宅を設計する上での様々な条件から、同時に
進めていくことが良いとかんがえた。

④

⑤ 住棟のボリュームを形成する

⑥

変更前のプロセス　

中村　萌　No.5

3F平面図　1:250
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そこで、これらの袋小路を街区内で繋ぎ、中央に膨らみをもたせ、街区内にヴォイ
ド(中庭空地）をつくり、
住宅地に安全な遊び場を創出することを考えた。

まず、学部のころに「子どもの遊び」にを重点を置いた保育園
を設計した。
そして修士では、以前から持ち続けていた現代の都市における
子供の遊び環境に対する問題意識を、都市建築という媒体から
考えたい、という思いから、この設計を行うに至った。

尾山台小学校

九品仏小学校

子ども(ここでは主に小学校低学年の児童）は、学校以外は塾
に通うケースが増えており、時間的にも遊ぶ時間がない。

そこで、通学路に子どもが遊ぶことのできる空間を創出するこ
とを考えた。

俯瞰して見た中庭のイメージ

①

③

設計における思考のプロセス＋コンセプト

敷地内に多く存在する袋小路に着目した。
車の通過交通はなく、自動車の侵入する頻度は少ないため、
しばしば子どもの遊び場として利用されるが、道路に面しているため、安全とは
いえない。

②



エスキース模型

模型により採光や斜線制限、ベランダの位置を考慮して
削る位置を決め手いく。

３つの大さのパターンの住戸を設定し、それらを
２ ～３世帯 ずつ壁を共有させて配置する。

4つの中庭の中央に、中庭に囲まれた中
庭が生まれる。

既存の通路を残して、中庭を４つに細分化する。
一世帯ずつ、採光と通風を確保するため、交互にずらして配置する。

・50㎡（１人から２人用）…　　23世帯
・110㎡（３人から４人用）…　　25世帯
・160㎡（５人から６人用）…　　18世帯
　　　　　　　　　　　　　　　　計　66世帯

3F
2F

1F

１Ｆ 延べ床面積合計3802㎡
２Ｆ　3359㎡
３Ｆ　272㎡
　　3802+3359+272=7433

合計延べ床面積　7433㎡
総住棟数　48住棟
　　(内集住5棟) 48棟-5棟=43棟
　　9＋4＋6＋2＋4=25戸
　　

世帯数　43+25=68　
　　　7433÷68=109㎡
　　　世帯平均109㎡

平均面積を中間数値として、３種類の大きさの住戸をつくる。

中庭に対しての圧迫感を抑えるため、また採光
を得やすくするため、３階部分はそれぞれの世
帯ごとに間隔を空ける。

中庭側、道路側に表情を持たせるため、また採光を確保するため、住棟に凹凸をつくる。

一つの大きな中庭を囲むと、中庭に面さない世帯が存
在してしまう。
また、中庭空間は、広すぎても中庭として豊かになら
ない。

よって、全ての世帯が中庭に面し、中庭を細分化させ
ることを考えた。

凹凸をつくることで、それぞれの住戸へ
の採光を確保し、多くの外部空間を創出
し、
中庭側や道路側、街全体に表情を持たせ
ることができると考える。

出来上がったユニットを中庭を囲んで配置していく。

⑦

変更後のプロセス　

⑧

大きな一つの中庭をつくる。

⑨中庭を細分化し、全ての世帯が中庭に面するようにする

⑩住戸の大きさを決める。

⑪

⑫

ベランダが直接隣り合わないよう、高さをずらす。

斜線制限にかかる部分を削る

エスキース模型

凹凸により、
道路側にも表情が現われる。

半開放的な中庭空間は、
街を取り込み、
また街にあふれ出す。

北立面図　1：150

東立面図　1：150
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住棟の凹凸により、中庭への採光は
多く得ることができる。

住棟の凹凸は中庭の地面にも連動していく

中村　萌　No.8

溜まりの空間をつくる

50㎡
160㎡

110㎡

削る方法

最終形配置図

半開放的な中庭からまちにコミュニティが溢れ出す

従来の集合住宅などの共用中庭は、均質な建物の表層であり、中庭
も均質な空間であるため、利用されにくい。

しかしこの様に、住宅にも地面にも凹凸をつくることで、まちに住
む人びとの溜まるきっかけが生まれ、それはコミュニケーションが
起こるきっかけとなる可能性も秘めている。このような空間は、子
どもの快適さだけでなく、都市空間として豊かになるのではないか
。

駐車場

配置図
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